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1．はじめに   






















果は，日本語の正しい韻律の教育に利用できると考えられる。   
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1．3 実験の過程  
1．3．1音声資料提供者についての情報   
この実験のための音声資料提供者は，日本人2名，韓国人7名，計9名であ  
る。   
日本人：男（1名，26才）， 女（1名，29才）  
東京都出身，日本語教育専攻の大学院生   
韓国人：男（3名） 女（4名），22～32才  
ソウル出身，体育・芸術学専攻の大学院生  
1年2カ月～3年の日本語学習歴があり，1年以上日本に居住  
1．3．2 実験の方法と所要時間   
個人別に実験し，所要時間は日本人の場合約30分，韓国人の場合約50～60分  
であった。その進行順序は次の通りである。   
日本人：日本語の単語を読ませてそれを録音する。   
韓国人：日本語の単語（ふりがなと韓国語でその意味が書いてある）を読ま  
せてそれを録音する。   
単語の韻律における日・韓両言語の対照   
韓国語の単語を読ませてそれを録音する。  
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1．3．3 室表音の条件と分析プログラム   
実験の前10分ぐらいの雑談でなるべく音声資料提供者をリラックスさせた。   
録音した資料は筑波大学において，「音声録閲見」（version 4：Imagawa，  
H．＆S．Kiritani，1989）を使って分析した。  









Ⅸ  韓国語  
ⅨW  韓国語の単語  
JWI   
JW 2 














が，下降声調である   
























尾高型と上昇声調をほほ同じ概念で使用する。   
2．干渉の内容と程度  
2．1対照する韻律   
韻律とは，発話の強弱，ピッチ，長短などの要素である。この韻律は言語に  
より意味に関わる程度も異なる。   
単語の韻律における日・韓両言語の対照  77   
韻律の対照は対象になる言語の韻律的な特徴から行うべきである。本稿は日  
本語を中心とした韻律の対照であるので，日本語の単語の韻律の特徴である  







2．2 対照の対象とする単語  
JWをピッチパターンによりJWl～4に分け，それに対応するKWが同じ  
意味で同一の漢字を使っているかどうかによりKWl～8に分ける。更にその  




2．3 干渉の内容   
実験した語数は，JWについてはJWl（平板型）が50語，JW2（頭高塑）  
が50語，JW3（中高型）が25語，JW4（尾高型）が50語の計175語と，それ  
に対‾応するKWが175語である。   
上記のJWl，JW2，JW3，JW4の例としては，次のものがある。5   
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JWのピッチ′くターン  KWが同じピッチパターン   KWが違うピッチパターン   
Kと同意味  JWl1／KWla：水mul   JWl2／ⅩWlb：爪SOnthop  
平板型         Kと最悪味  JWl3／l（W2a：遠慮－yeOmnyeO  JWl－3／KW2b：芸者kisaeng   
Kと同意味  JW2KW3a：空一hanu（】1   JWZKW3b：肩eOkkae  頗高型  
Kと異意味  JW2KW4a：本屋Chaekppang  JⅣ2KW4b：家賃－Cipsse   
Kと同意味  JW3KW5a：お菓子－kwaJa   JW3KW5b：試験Siheom  
中高型         Kと異意味  JⅣ3KW6a：網戸一mangChang  JⅣ3－KW6b：花屋kkot∝1p   
Kと同意昧  JⅣ4KW7a∴波phado   JW4KW7b：夏－yeOr11em  尾高型  











JWl1水（Kに有） JWlZ爪（Kに有）  JWl－3遠慮（Kに無） JWl4芸者（Kに無）   
単語の韻律における日・韓両言語の対照   
グラフ2：KLのKWl（mul，＄Onthop），2（yeomnyeo，ki8aeng）  
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KWlaりと同ピッチ） KWlbりと異ピッチ） KW2aりと同ピッチ） KW2bりと異ピ1アナ〉  
グラフ3：KLのJWl  
JWl1水（Kに有） JWl－2爪（Kに有） JWl3遠慮（Kに無） JWl4芸者（Kに無）  
グラフ4：日本人のJW2（東高型）  
JW21空（Kに有） JW22肩（l（に有） JW2－3本屋（Kに無） JW2－4家賃（Kに無）   
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グラフ5：l江」のKW3（hanuel，eOkkae），4（chaekppang，Cipsse）  
KW3b（）と異ピッチ） KW4a（］と同ピッチ） KW4b（Jと異ピッチ）  Ⅰ【W3a（Jと同ピッチ）  
グラフ6：ⅩLのJW2  
JW21空（Kに有） JW22肩（Ⅹに有） JWZ3本屋（Kに疑） JW24家賃（Kに無）  
グラフ7：日本人のJⅣ3（中高型）  
JW31お菓子（Kに有）JW32試験（Kに有） Ⅳ33鮪戸（Ⅹに無） JW3－4花屋（Ⅹに無）   
単語の韻律における日・韓両言語の対照   
グラフ8：KLのKW5（kwaJa，Siheom），6（mangchang，kkotccip）  
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KW5aりと同ピッチ） KW5b（Jと異ピッチ） KW5aりと同ピッチ） KW5bりと異ピッチ）  
グラフ9：mのJW3  
JW31お菓子（Kに有）JW32試験（Kに有） JW33網戸（Kに無） JW34花屋（l（に無）  
グラフ10：日本人のJW4（尾高型）  
JW41波（Kに有）  JW42夏（Kに有）  JW4－4方（Kに無）   
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グラフ11：KLのKW7（phado，yeOruem），8（pun）  
KW8b（Jと異ピッチ）  KW7aりと同ピッチ） KW7bりと異ピッチ）  
グラフ12：KLのJW4  
JW44方（Kに凱   JW41波（l（に有）  JW4－2夏（Kに有）  
以上のmが発音したJWは母語（KW）の強い干渉を受けていることがグ  
ラフから分かる。対象としたJW175語と，それに対応するKW175語，全ての  
分析結果を表で示すと次の通りである。   
単語の韻律における日・韓両言語の対照  83   
JW   KW   KWの韻律の干渉を受けたmのJW   
1（4Z）   1a（22）   20  
1b（10）   9  
2a（3）   2  
2b（5）   5   
2（48）   3a（27）   22  
3b（2）   
4a（7）   5  
4b（3）   2   
3（23）   5a（6）   5  
5b（3）   
6a（3）   Z  
6b（5）   4   
4（45）   7a（35）   31  
7b（3）   3  
8a（0）   0  
8b（4）   2  
表の中で，JWの（）の数字は被験者の日本人2名ともに同じピッチパター  
ンを見せた場合の数であり，KWの（）の数字はKLの7名の中5名以上が  












8a）がJWの尾高型に干渉を起こし，結果的には正しいJWのピッチを実現   







肯定的干渉   否定的干渉   干渉の全体  
JWに対応するKW  JWに対応するKW  JWに対応するⅩW   
平板型   Z2／Z5   14／15   36／40  
0．88   0．93   0．90   
頭高型   27／34   3／5   30／39  
0．79   0．60   0．77   
中高型   7／9   5／8   12／17  
0．78   0．63   0．71   
尾高型   31／35   5／7   36／42  
0．89   0．71   0．85   
全 体   87／103   27／35   114／138  
0．84   0．77   0．83  
上の表で分かるように，全体的干渉の程度は0．83で非常に高い。干渉の内容  
が肯定的な場合が0．84で，否定的な場合の0．77に比べて若干高い。JWのピッ  








る。   
単語の韻律における日・韓両言語の対照  85  
ⅩWの干渉を受けたJWが，Kで同  KWの干渉を受けたJWが，Kで同   
じ湊字表記で同じ意味を表す   じ漢字表記で同じ意味を表わさない   
JWに対応するKW   JWに対応するⅩW   
9Z／108   22／30   
0．85   0．73  
分析結果は，予測通り，母語で同じ漢字表記で同じ意味を表すJWに母語  




因と程度を考察した。   
本稿で明らかになったのは，次の二点である。   
第一に，単語レベルでの日本語の韻律における韓国語の韻律の干渉は非常に  
強いこと。   
第二に，干渉の内容別の程度は，次の三つに要約できる。  
① 干渉の内容が肯定的な場合が0．朗で，否定的な場合の0．77に比べ  
て若干高い。  
② 日本語の単語のピッチパターン別には，平板型がやや強い干渉を  
受けている。  
③ 韓国語で同じ漢字表記で同じ意味を表す日本語の単語のピッチ  






（D 対象とする日本語の単語を韓国人被験者が既知であるかどうかにより干  
渉の程度に影響があるか   
② 同音異義語を実験の対象にして，干渉の傾向が一定かを調べる。もし一   




注   
1対象とした単語の中には「試験」，「芸者」のような漢字語も，「水」，「空」のよ   
うな表記文字が漢字である和語も含まれている。本稿では，この両方をく漢字   
で表記された語＞として，対象とした。  
2 韓国語の韻律の特徴は，以下のように要約できる。   
①音節の強弱が音節の長さに関係する。即ち，一つの単語の中での強勢音節は  
弱勢音節より長さを持つ。   
②音節数と単語全体の長さは比例するが，正比例することはない。それは強勢  
音節と弱勢音節間の相対的な位置と弱音節の数により決定される。  
3 本稿では共通語のソウル方言のピッチを標準とした。  
4 日本人の被験者（2名）はJW175語の内，158語（90．29％）を同じピッチパター   
ンで発音した。それに対して，m（7名中5名以上）はKW175語の内，138語   
（78．86％）を同じピッチパターンで発音した。この分析の結果を見ると，KW   
には標準的なピッチパターンがあり，それはかなり強い規則性を持っているこ   
とが分かる。  
5 韓国語のローマ字表記は，本研究が音声を対象にしているので，発音表記にし   
た。  
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